
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の検討委員会では、有識委員である三重大学の大月准教授から、ホール整備に関してお話し

頂き、続いて 2 グループに分かれ、グループワークを行いました。 

 

〇ホール整備に関して （大月委員：三重大学准教授） 

留意するポイントについて説明いただきました。 

 

①劇場、音楽堂等の活性化に関する法律への適合について 

劇場は、今までハコモノを利用者に貸し出す貸し館が一般的でしたが、これからはソフト（中

身）の部分を充実させていくという考え方とともに、すべての人が享受できるサービスを提

供する「公共財産」としての役割を担うことが位置づけられました。 

 

②近年の文化施設の傾向 

今まで観客が立ち入れなかった舞台裏を充実し、オープン化することにより、舞台利用者以

外の利用を図ったり、特定の用途を持たない共有空間（オープンスペース化）をつくること

により、より広く市民が交流、滞留する施設となっています。 

 

③劇場の多目的化について 

最近の劇場では、音楽・演劇等の舞台芸術の多くの種類に対応するという意味の「多目的」

から、展示などの舞台芸術以外の芸術、さらにはそれ以外にも対応する「多目的」という考

え方が増えてきました。 

ただし、注意するポイントとして、そこでの可動式の舞台や客席は魅力的ですが、大がかり

な設備ほど、メンテナンスや維持費でコストがかかり、将来財政的な負担となります。 

 

 

 

 

(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 

第５号 
発 行：(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会事務局(津市文化振興課 ☎229-3250） 

発行月：平成 25 年 11 月 

開催概要 
会 議 名 第 5 回(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 
日  時 平成 25 年 10 月 30 日（水） 14：00～17：00 
場  所 久居庁舎 4 階 401 会議室 
出 席 者  検討委員 13 名及び事務局  

※このニュースレターは、(仮称)津市久居ホール整備に関する検討状況についてお知らせするため、随時発行
し、市内各総合支所、ホール等に設置しています。また、津市ホームページでも見ることができます。 



〇グループワーク 
今回の検討委員会では、2 グループに分かれ、ホール機能について、意見交換をしました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ａグループ 

「可動のホールで稼働率 UP」 

主な意見 

・900 席～1,000 席の客席数は必要 

・舞台も客席、楽屋も多目的に使えるほ

うがよいという意見から「可動」を考

えていったほうがよいという議論に

なった。 

・いろいろなニーズのお客様に対応した

座席を創出すれば、稼働率を上げられ

るのではないか。 

・楽屋については、不足分をリハーサル

室や練習室、会議室で補いつつ確保し

ていくことも検討が必要である。 

・2t トラックや 4t トラックを入れ込ん

で搬入できるような搬入口が理想。 

・運営をしっかり考えてからハード面を

検討した方がよい。 

・客席をフラットにし、ギャラリーとし

ても使用できるようにする意見もあ

った。 

Ｂグループ 

「多様性への対応（今後の課題）」 

主な意見 

・600 席～900 席で可動式の客席がよ

い。 

・1,000 席の客席を常時満席にすること

は、難しい。 

・客席については、今後も検討が必要。 

・歌舞伎や舞踊に使用する花道がほしい。 

・舞台はあくまで本番用（当日のリハー

サルなども含む）で、練習はリハーサ

ル室で。 

・津は、和太鼓の活動が盛んなので、和

太鼓の発表ができる施設がよい。 

・演劇やオペラ、オーケストラもできる

ような多目的に使えるホールにした

い。 

・久居のホールとして検討しているが、

「津市内全域の核となるホール」とし

て建設する必要がある。 

――詳細な会議録については、津市ホームページをご覧ください―― 

A グループのワークの様子 

A グループ 発表の様子 

B グループのワークの様子 

B グループ 発表の様子 


